
常
任
委
員
会
報
告

（
２
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査
の
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
）

議
46　
三
原
市
定
住
自
立
圏
形
成
方
針

の
変
更
に
つ
い
て

【
概
要
】
三
原
市
定
住
自
立
圏
形
成
方

針
に
、
取
組
事
項
を
追
加
す
る
変
更
を

行
う
。

【
主
な
質
疑
】

問
三
原
市
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
で

は
、
旧
三
原
市
を
中
心
地
域
、
本
郷
・

久
井
・
大
和
地
域
を
周
辺
地
域
と
区
分

さ
れ
て
い
る
が
、
合
併
か
ら
20
年
以
上

経
過
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
実
情

に
応
じ
た
位
置
付
け
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
今
回
の
方
針
は
、
国
が
定
め
る
定

住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
い
て
策
定
し
て

い
る
。
制
度
上
、
合
併
の
特
例
に
よ
っ

て
、
人
口
が
５
万
人
を
超
え
る
旧
三
原

市
を
中
心
地
域
、
本
郷
・
久
井
・
大
和

地
域
を
周
辺
地
域
と
位
置
付
け
る
こ
と

付
託
議
案
審
査
（
主
な
も
の
）

議
45　
三
原
市
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
条
例
制
定
に
つ
い
て

【
概
要
】
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
寄
附
金
を
、
柔
軟
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
て
い
く
た
め
、
三
原
市
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
基
金
を
設
置
す
る
条
例
を

定
め
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

従
来
の
制
度
と
比
べ
、
ど
の
よ
う
な
効

果
が
見
込
め
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
現
制
度
で
は
、
寄
附
を
受
け
た
年

度
の
事
業
に
し
か
寄
附
金
を
活
用
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
企
業
か

ら
の
寄
附
が
、
決
算
時
期
の
関
係
か
ら

３
月
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、
繰
り
越
し

が
で
き
な
い
中
で
柔
軟
か
つ
効
果
的
な

活
用
が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
基
金

の
設
置
に
よ
り
、
翌
年
度
以
降
の
事
業

の
財
源
と
し
て
も
活
用
で
き
る
こ
と
と

な
り
、
複
数
年
度
に
わ
た
る
事
業
に
対

し
て
も
、
充
当
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

総
務
財
務
委
員
会�

に
よ
り
、
定
住
自
立
圏
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
旧
自
治
体
単
位
の
区
分
と
な
っ

て
い
る
。
第
２
期
三
原
市
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
実
施
事
業
を
盛
り
込
み

た
い
。

【
採
決
】
採
決
の
結
果
、
議
第
41
号
他

10
件
は
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

行
政
説
明
案
件

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

【
概
要
】
国
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
い

る
、
地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
関
係
法
令
の

改
正
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

付
託
議
案
審
査

議
51
・
56　
三
原
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
に
つ
い
て

【
概
要
】
従
う
べ
き
基
準
で
あ
る
「
家

庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
」
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、

関
係
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
改
正
に
よ
る
保
育
運
営
へ
の
影
響

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
専
門
的
な
対
応
が

必
要
に
な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ

れ
る
の
か
。

答
国
が
示
す
従
う
べ
き
基
準
及
び
本

市
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
栄
養
士
又

は
管
理
栄
養
士
の
配
置
で
あ
り
、
現
在

は
、
管
理
栄
養
士
の
み
の
配
置
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
管
理
栄
養

士
の
配
置
が
求
め
ら
れ
る
法
改
正
等
が

あ
れ
ば
、
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。

議
55　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関

す
る
基
準
に
つ
い
て

【
概
要
】
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基

準
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
関
係
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

問
保
育
所
、
幼
稚
園
又
は
認
定
こ
ど

も
園
を
連
携
施
設
と
し
て
設
定
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
確
保

が
著
し
く
困
難
な
場
合
は
、
確
保
を
し

な
い
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
経
過
措
置

が
延
長
さ
れ
た
理
由
を
問
う
。　

答
国
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約
３
割

の
事
業
所
で
連
携
施
設
の
確
保
が
で
き

て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
今
回
、
更
に

５
年
延
長
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
採
決
】
採
決
の
結
果
、
議
第
51
号
他

２
件
は
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

厚
生
文
教
委
員
会�
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行
政
説
明
案
件

三
原
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

【
概
要
】
現
行
の
三
原
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
の
期
間
が
本
年
度
で
最

終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年

度
か
ら
５
年
間
の
取
組
方
針
な
ど
を
ま

と
め
た
三
原
市
地
域
公
共
交
通
計
画
を

策
定
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
都
市
機
能
を
集
約
す
る
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
一
方
で
公

共
交
通
網
が
十
分
整
備
さ
れ
な
け
れ

ば
、
交
通
手
段
の
な
い
高
齢
者
な
ど
が

地
域
に
取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
バ
ス
路
線
の
維
持
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
充
実
に
よ
っ
て
課
題
の
整

理
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

付
託
議
案
審
査

議
52
・
53
・
54　

市
道
路
線
の
廃
止
及

び
認
定
に
つ
い
て

【
概
要
】
東
本
通
土
地
区
画
整
理
事
業

に
伴
い
、
既
存
の
15
路
線
を
廃
止
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
33
路
線
を
認
定
す

る
。
ま
た
、
開
発
行
為
に
よ
り
中
之
町

９
丁
目
に
築
造
さ
れ
た
道
路
を
認
定
す

る
。

【
主
な
質
疑
】

問
Ｕ
タ
ー
ン
で
き
る
こ
と
が
市
道
の

認
定
条
件
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、

中
之
町
の
市
道
に
設
け
ら
れ
る
回
転
広

場
に
つ
い
て
、
緊
急
車
両
の
Ｕ
タ
ー
ン

に
支
障
は
な
い
か
。

答
回
転
広
場
の
認
定
基
準
に
適
合
し

て
は
い
る
が
、
緊
急
車
両
の
進
入
を
考

慮
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
関
係
機

関
と
事
前
に
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
緊
急
時
に
支
障
の
な
い
よ

う
に
対
応
し
た
い
。

【
採
決
】
採
決
の
結
果
、
議
第
52
号
他

２
件
は
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

行
政
説
明
案
件

三
原
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
つ
い
て

【
概
要
】
自
転
車
活
用
推
進
法
第
11
条

に
基
づ
き
、
国
及
び
県
の
計
画
を
勘
案

し
、
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
自
転
車
活

用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
と
し
て
、
①

ま
ち
づ
く
り
②
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
③
観

光
④
安
全
・
安
心
の
４
つ
を
基
本
目
標

と
し
、
計
画
を
定
め
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
自
転
車
の
安
全
な
走
行
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
路
肩
の
段
差
、
夏
場
に

繁
茂
す
る
草
木
、
排
水
路
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
か
ら
、
外
国
籍
の
方
を
含
む
全
て

の
人
の
交
通
マ
ナ
ー
向
上
な
ど
の
ソ
フ

ト
面
に
至
る
ま
で
の
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、
そ
れ
ら
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答
ハ
ー
ド
面
に
関
し
て
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
で
実
施
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
に
関
し
て
は
、
交
通

マ
ナ
ー
、
交
通
法
規
の
変
更
な
ど
を
周

知
す
る
広
報
・
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と

を
計
画
に

盛
り
込
ん

で
い
る
。

経
済
建
設
委
員
会�

議会基本条例の評価・検証を行いました
　本市議会では、平成24年の三原市議会基本条例施行以降、その理念に基づき議会活動を進めてきま
した。今回、議会運営委員会において、条文ごとの評価・検証を行い、活動内容を振り返るとともに、
今後の方向性を示しました。この作業は、活動内容を振り返るとともに、議会改革を継続し活動内容
を共有することを目的としています。
　詳細は市議会ホームページに掲載していますので、ご覧ください。
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